
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

社会資本総合整備計画「小杉駅周辺地区市街地の活性化（第 3 期計画）」の概要 
【第３期計画の概要】 
◆小杉駅周辺地区では、駅を中心に多様な都市機能がコンパクトに集積した、歩いて暮らせるまちづくりを推進しています。 
◆平成 21 年３月には、「川崎市都市計画マスタープラン 小杉駅周辺まちづくり推進地域構想」を策定し、これまで、民間活力を活かしながら商業・業務、文化交流、都市型居住等の多様な都市機能の集積を

進めるとともに、道路や駅前広場等の整備、老朽化した公共施設の再整備等の取組を進めてきました。 
◆本計画は、前期計画の事業進捗を踏まえ、国の社会資本整備総合交付金制度を活用し、小杉駅周辺地区のまちづくりを推進するため、令和３年２月に策定したものです。 
◆今回、令和７年度が計画の最終年度にあたり、目標の達成状況等の確認や今後の方針検討を行う事後評価に際しての参考とするため、意見をいただくものです。 

 
【整備計画の目標】 

次のとおり整備計画の目標を設定しました。 
 

【成果目標】 

事業の実施効果を測る指標として、次の２つの指標を設定しました。 

No. 定量的指標 当初現況値 最終目標値 
１ 武蔵小杉駅周辺が住みやすいと感じる人の割合 38% 50% 
２ 渋川の親水施設整備後の施設利用者数(1 日あたり) 0 人 30 人 

 

広域的な交通利便性が高く、商業・業務、研究開発、文化交流、都市型居住の機
能が集積した広域的拠点の形成を図るとともに、周辺環境資源と連携した広がりの
ある都市空間づくりをめざし、誰もが利用しやすく快適で賑わいのあるまちづくりを推
進します。 

【計画事業概要】 
計画の期間や事業数・事業費等については次のとおりです。 

事業期間 ︓令和３年度〜令和７年度  
事業数 ︓基幹事業２事業（３箇所） 
事業費 ︓２，５５９百万円 

 
◆国の交付金を活用し実施した主な事業（抜粋） 
 

事業名 内容 
東京丸子横浜線  
（市ノ坪工区） 

東京丸子横浜線（市ノ坪工区）における道路の拡幅
及び歩道の設置を行うもの。 

渋川環境整備事業 水と緑のネットワークを形成し、市民が交流できる拠点地
区としての快適性や回遊性を高める渋川の護岸整備を
行うもの。 

市道小杉町 21 号線等 
滞在環境整備事業 

社会実験を通じて安全・安心・快適な回遊空間を実現
するための道路空間に関する快適性等の検証及び公共
空間の活用手法の検討を行うもの。  

 

【主な事業の位置図】 
 



  
 
 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

当初現況値（Ｒ２） 最終目標値（Ｒ７） 測定値（Ｒ７） 
38% 50% 53.5％（見込） 

【達成状況への所見】 
業務・商業、サービス関連など、多様な都市機能の集積が進んだことで、武蔵小杉駅周辺が住みや

すいと感じる人の割合も増加しており、広域的な拠点の形成に寄与するものと考えられます。 

 
 
 

当初現況値（Ｒ２） 最終目標値（Ｒ７） 測定値（Ｒ７） 
０人 ３０人 0 人 

【達成状況への所見】 
工事費高騰等による事業スケジュール見直しにより、令和７年度に予定していた親水施設整備が令

和８年度にずれ込んだことから、目標値の計測ができませんでした。しかし、予定していた工事延長の
77.8％が完了する見込であり、護岸整備により水辺の親しみやすさが向上したことで、拠点地区の快適
性、回遊性が高まり、快適で賑わいのあるまちづくりの実現に寄与するものと考えられます。 

武蔵小杉駅周辺が住みやすいと感じる人の割合 
→アンケートの結果から「武蔵小杉駅周辺が住みやすい」と回答した人の占める割合 

渋川の親水施設整備後の施設利用者数（１日あたり） 
→渋川の親水施設整備後の１日あたりの施設利用者数を計測する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【実施概要】 
事業内容︓道路拡幅による 4 車線化、歩道設置 
事業延長︓Ｌ＝0.29km、W＝21〜25m 

うち こ線橋延長︓L＝0.19km 
完了予定︓令和７年度 

【効果】 
  鉄道を跨ぐ歩道の整備による歩行者回遊性の向上 
  道路拡幅（2→４車線）による車両渋滞の軽減 
  緊急輸送道路に位置付けられた当該道路の全区間

整備完了による、災害時の避難路・輸送路の確保 
  新設された JR 横須賀線改札への歩行者導線確保

による乗り換え利用者の分散化 
完成イメージ② 

【効果】 
  社会実験時に歩行者交通量が増加しており、イベン

ト等による来訪者の呼び込みについては一定の効果 
  安全面の確保や動線検討、居心地が良く歩きたくな

るまちづくりのための基礎データを収集 

【実施概要】 
  空地・道路等の一体的なイベント活用(R3・４) 
  案内サインや誘導表示シール等の設置実験(R3） 
  臨時横断通路の設置による動線最適化実験(R4） 
  定点カメラによる行動調査、アンケート調査(R3・4）  
  居心地が良く歩きたくなるまちづくりの実現に向けた報

告書作成(R6） 

完成イメージ①
１ 公共空間活用 

臨時横断歩道 

東京丸子横浜線（市ノ坪工区）（網島街道） 市道小杉町 21 号線等滞在環境整備事業（社会実験） 

【指標に対する事業の成果】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【実施概要】 
事業内容︓護岸修景工(矢板護岸・歩

道擁壁への修景パネル設
置、転落防止柵の高質化)、
水制工(捨石の設置) 

事業延長︓Ｌ＝2.4km(事業全体) 
        うち第 3 期計画 L＝540m 
        うち完了見込み  L＝420m 

完了予定︓令和７年度 

【効果】 
・ 水と緑のネットワークの形成により、市民が交流で

きる拠点地区としての快適性や回遊性が向上 

・ 生物に配慮した水辺空間及び多様な生態系が
生息できる水際空間の創出 

渋川環境整備事業 

整備後 整備前 



【計画で設定した指標以外の指標の変化】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

■土地利用の状況 

（データ出典︓都市計画基礎調査） 

■小売業の状況 

（データ出典︓商業統計（H14, H19）、経済センサス活動調査（H28, R3)） 

■事業所数、従業者数の状況 

（データ出典︓事業所・企業統計調査(H18)、経済センサス活動調査(R3)） 

■公園・広場面積の状況 

（データ出典︓川崎の公園、各地区計画） 

■人口構成の状況 

（データ出典︓川崎市町丁別年齢別人口）

■自転車利用の状況 
 

■人口と鉄道乗車人員の状況 
 

一連の開発前に
比べ、相対的に若い
世代の割合が高くな
ってきています。 
 
 

４か所の公園新設の他、都市計画等による民地内の広場整
備の誘導を行ったことで、オープンスペースが大きく増加しています。 
 

土地の高度利用が進み、住宅が大きく増加するとともに、業務・商業、サービス関
連など、多様な都市機能の集積が進んでいます。 
 

小売業年間商品販売額は、川崎市全体では新型コロナウイルスの影響からの回
復途上にありますが、小杉駅周辺ではコロナ前を超えて大きく増加しています。 

事業所数、事業所数ともに増加しており、仕事や人が集まるまちとなっています。 

新型コロナウイルスによる行動様式の変化はあったものの、周辺人口の増加数
以上に、駅利用者が増加しており、人々が「訪れる」街になっています。 
 （データ出典︓川崎市町丁別世帯数・人口、JR 東日本・東急電鉄発表資料を基に集計）

（データ出典︓川崎市内鉄道駅周辺における放置自転車等実態調査） 

市営駐輪場整備のほか、民間開発事業による公共駐輪場整備の誘導等を行
い、放置自転車数が大きく減少しています。 

【事業成果に対するまとめ】  
・ 本計画の目標に掲げる「広域的な交通利便性が高く、商業・業務、研究開発、文化交流、都市型居住の機能が集積した広域的拠点の形成

を図るとともに、周辺環境資源と連携した広がりのある都市空間づくり」をめざし、計画に位置付けた事業の推進など取組を進めてきました。 
・ 設定した成果指標については、「武蔵小杉駅周辺が住みやすい」と考える方が増加しており、達成できるものと見込んでいます。「渋川の親水施

設整備後の施設利用者数」については事業進捗の遅れにより測定できなかったものの、その他の指標において、多様な都市機能が集積してきて
いる状況や快適な空間となるような環境整備が進んでいる状況が確認できます。 

・ こうしたことから、各事業を推進したことにより、一定の事業効果が発現しているものと考えます。 

【今後の方針】  
  上記のとおり、一定の事業効果の発現が見えますが、一方で、高齢化や自然災害の頻発・激甚化など社会環境の変化、駅や駅前広場等にお

ける混雑や安全対策等の課題に引き続き対応していく必要があります。  

  また、周辺人口や来街者の増加等、状況やニーズが日々変化する中で、市民目線のまちづくりを適切に進めるにあたり、エリアプラットフォームなど
の地域の取組と連携し、地域交流の促進を図ることで、地域のニーズや見えにくい課題に丁寧に対応していくことが重要と考えております。 

  こうした課題や変化に的確に対応し、「歩いて暮らせるコンパクトなまちづくり」と「誰もが利用しやすく快適で賑わいのあるまちづくり」を実現するた
め、引き続き都市基盤整備や拠点性を高める様々な都市機能の導入等を進めるとともに、居心地の良い都市空間形成に取り組んでいきます。 
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 ○現（前）計画を引き継ぐ次期計画の有無に○をします。 

 

計画とりまとめ課 まちづくり局拠点整備推進室 要素事業所管課 まちづくり局計画部都市計画課 

建設緑政局道路河川整備部道路整備課、河川課 

中原区役所まちづくり推進部地域振興課 

１ 計画の概要 

計画の名称  

 

小杉駅周辺地区市街地の活性化（第３期計画） 計画の期間 令和 ３年度～ 

令和 ７年度 

計画の目標 広域的な交通利便性が高く、商業・業務、研究開発、文化交流、都市型居住の機能が集積した広域的拠

点の形成を図るとともに、周辺環境資源と連携した広がりのある都市空間づくりをめざし、誰もが利用

しやすく快適で賑わいのあるまちづくりを推進します。 

計画の成果目標（定

量的指標） 

・武蔵小杉駅周辺が住みやすいと感じる人の割合を 50％に増加  

・渋川整備事業満足度として、渋川の親水施設整備後の施設利用者数を 30人に増加 

計画変更を行った場

合、変更内容の概要 

・第１回：計画事業費の変更、事業期間の変更、提案事業の一部追加（令和 4年 2月） 

・第２回：計画事業費の変更、要素事業の一部削除（令和 5年 2月） 

・第３回：計画事業費の変更（令和 6年 2月） 

・第４回：交付金の執行状況の更新（令和 7年 3月） 

２ 社会資本整備総合交付金を充てた要素事業の進捗状況（概要） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業の区分 主な事業名 計画事業費 執行額(千円) 

(評価時) 

進捗率 

（％） 

事業進捗状況の概要 

当初(千円) 評価時(千円) 

Ａ 

（基幹事業） 

 

小杉駅周辺地区都市再

生整備計画事業 

1,431,800 412,800 412,800 100% Ｒ7年度末完了予定 

小杉駅周辺地区住宅市

街地総合整備事業 

2,176,000 2,146,000 2,146,000 100% Ｒ7年度末完了予定 

Ｂ 

（関連社会資

本整備事業） 

 

 

 

     

Ｃ 

（効果促進事

業） 

 

 

 

     

全体事業費（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） 3,607,800 

 

2,558,800 

 

2,558,800 

【財源内訳】 

国：1,239,300 

市：1,319,500 

  

３ 計画に記載した評価指標の目標値の実現状況 

評価指標の名称、

内容 

① 武蔵小杉駅周辺が住みやすいと感じる人の割合 

② 渋川の親水施設整備後の施設利用者数 

定義及び算定式 ① アンケートの結果から「武蔵小杉駅周辺が住みやすい」と回答した人の占める割合 

② 渋川の親水施設整備後の施設利用者数 

その指標を設定し

た理由 

① 武蔵小杉駅周辺が住みやすいと感じることができる人の割合を計測し、多様な都市機能の集積が広域

拠点の形成に寄与しているかを評価する。 

② 渋川整備事業満足度の向上効果を示す指標として、親水施設整備後の施設利用者数を指標として設定

した。 

当初現況値(R2) 中間目標値 最終目標値(R7) 実績値(確定・見込) 目標達成状況 

① 38％ 

② 0 人 

 ① 50％ 

② 30 人 

① 53.5％ 

② 0 人 

① 達成 

② 未達成 

目標達成状況に対

する所見 
 

① 業務・商業、サービス関連など、多様な都市機能の集積が進んだことで、武蔵小杉駅周辺が住みやす

いと感じる人の割合も増加しており、広域的な拠点の形成に寄与するものと考えられます。 
② 工事費高騰等による事業スケジュール見直しにより、令和７年度に予定していた親水施設整備が令和

８年度にずれ込んだことから、目標値の計測ができませんでした。しかし、予定していた工事延長の

77.8％が完了する見込であり、護岸整備により水辺の親しみやすさが向上したことで、拠点地区の快

適性、回遊性が高まり、快適で賑わいのあるまちづくりの実現に寄与するものと考えられます。 
将来の見込み 
 

・渋川の親水施設整備後の施設利用者数については、親水施設整備に着手できなかったため目標値を達成

できませんでしたが、次期計画においても引き続き渋川環境整備事業を実施していくことから、将来的

には目標値を達成できると見込まれます。 
 

令和７年度 社会資本総合整備計画 事後評価概要調書 

様式２－１ 



 
４ 事業効果の発現状況（計画で設定した以外の数値的・定性的な評価指標によるもの） 
評価指標の名称、

内容 
建物用途別延床面積 

定義及び算定式 地区計画決定区域内のうち整備済みの地区における建物用途別延床面積 

指標とする理由及

び計画において設

定した評価指標と

の関連性 

都市機能の集積状況を示す指標として参考とするため 

評価指標の実績値

を含む効果の発現

状況 

Ｈ17：約  33.5ha（うち住宅 11.7％、業務 45.1％、商業 3.0％、工場等 28.2％、公共公益 11.8％、 

その他 0.2％） 

Ｒ 3：約 183.3ha（うち住宅 64.3％、業務 22.7％、商業 7.1％、宿泊 1.0％、工場等 2.1％、 

公共公益 0.6％、その他 2.2％） 

５ 市民・事業者に対する意見募集・説明・調査の状況 
意見募集・説明・

調査の内容、手

法、実施期間 

・市民意見募集  

対象：市内に在住、在勤、在学の方 

内容：社会資本整備総合交付金事業の事後評価原案について 

手法：市のホームページ及び各区役所等において、事業目的、事業概要、事後評価原案を掲載し、

担当課への意見書の持参、郵送、ＦＡＸ、又はメールでの提出により意見を募集  

実施期間：令和７年８月５日から令和７年９月５日まで 
 
 

意見募集・説明・

調査の結果及びそ

れを踏まえた対応

方針 

 
 
 
 

６ 今後の方針等 
総合的な所見 
 

  本計画の目標に掲げる「広域的な交通利便性が高く、商業・業務、研究開発、文化交流、都市型居住

の機能が集積した広域的拠点の形成を図るとともに、周辺環境資源と連携した広がりのある都市空間

づくり」をめざし、計画に位置付けた事業の推進など取組を進めてきました。 
  設定した成果指標については、「武蔵小杉駅周辺が住みやすい」と考える方が増加しており、達成で

きるものと見込んでいます。「渋川の親水施設整備後の施設利用者数」については事業進捗の遅れに

より測定できなかったものの、その他の指標において、多様な都市機能が集積してきている状況や快

適な空間となるような環境整備が進んでいる状況が確認できます。  
  こうしたことから、各事業を推進したことにより、一定の事業効果が発現しているものと考えます。 

 
今後の方針 
 
次期計画 
あり・なし 

 

  上記のとおり、一定の事業効果の発現が見えますが、一方で、高齢化や自然災害の頻発・激甚化など

社会環境の変化、駅や駅前広場等における混雑や安全対策等の課題に引き続き対応していく必要があ

ります。  
  また、周辺人口や来街者の増加等、状況やニーズが日々変化する中で、市民目線のまちづくりを適切

に進めるにあたり、エリアプラットフォームなどの地域の取組と連携し、地域交流の促進を図ること

で、地域のニーズや見えにくい課題に丁寧に対応していくことが重要と考えております。 
  こうした課題や変化に的確に対応し、「歩いて暮らせるコンパクトなまちづくり」と「誰もが利用し

やすく快適で賑わいのあるまちづくり」を実現するため、引き続き都市基盤整備や拠点性を高める

様々な都市機能の導入等を進めるとともに、居心地の良い都市空間形成に取り組んでいきます。 
 

 
 
 



執行額
（百万円）

事業費
（百万円）

0

0

令和3年度 361

令和7年度 361

令和7年度 8

令和7年度 8

令和4年度 27

令和6年度 27

令和5年度 5

令和6年度 5

・事業の追加

・事業費の変
更

社会資本整備総合交付金を充てた全要素事業の進捗状況

交付対象事業

Ａ　基幹事業（提案事業を含む）

番号 事業名 事業箇所名

当初計画 評価時計画
当初計画から
の変更概要

（事業の削除・
追加を含む）

評価時の完成状況

事業費
（百万円）

事業内容
（延長・面積・箇所数等）

進捗率 事業内容
（延長・面積・箇所数等）

完成
完成

見込み
次期計画
へ移行

資料（図面）

小杉駅周辺地区都
市再生整備計画事
業
（基幹：地域生活基
盤施設（人工地
盤））

小杉駅北口
駅前地区

538
（仮称）小杉駅北
口駅前デッキ　W=5m

-

小杉駅周辺地区都
市再生整備計画事
業
（提案：事業活用調
査（都市再生整備
計画事業効果検証
調査））

－ 8

本計画に位置付けられ
ている事業について、
費用対効果やアンケー
ト調査等からその事業
効果を検証

緑化施設等 延長約
2,400m

100.0%

本計画に位置付けられて
いる事業について、費用
対効果やアンケート調査
等からその事業効果を検
証

○

小杉駅周辺地区都
市再生整備計画事
業
（提案：事業活用調
査（都市機能等立
地適正化検討調
査））

－ 100.0%

居住や都市機能の誘導方
針等について検討を行
い、災害に強いまちづくり
を目指した立地適正化計
画を策定

・事業の追加 ○

小杉駅周辺地区都
市再生整備計画事
業
（提案：まちづくり活
動推進事業（都市
機能等立地適正化
普及・啓発事業））

－ 100.0%
立地適正化制度の周知・
啓発などの情報提供の実
施

緑化施設等 延長約
2,400m

事業年度

1-A-1

○

○

※実績なし
事業進捗を踏まえて第３期計画から削除
したため

小杉駅周辺地区都
市再生整備計画事
業
（基幹：高質空間形
成施設（渋川環境
整備事業））

渋川、二ヶ
領用水

336 100.0%

様式２－２

立地適正化計画に関する動画の作成 立地適正化計画に関する紙媒体の作成

立地適正化計画（計画書抜粋）

整備前 整備後



0

0

令和3年度 11.8

令和7年度 11.8

令和3年度 2,146

令和7年度 2,146

2,558.8

2,558.8

執行額
（百万円）

事業費
（百万円）

0

0

執行額
（百万円）

事業費
（百万円）

0

0

・事業費の変
更

小杉駅周辺地区都
市再生整備計画事
業（まちなかウォー
カブル推進事業）
（基幹：道路）

小杉駅北口
駅前地区

538
（仮称）小杉駅北口駅
前広場

-

○

小杉駅周辺地区都
市再生整備計画事
業（まちなかウォー
カブル推進事業）
（基幹：滞在環境整
備事業）

市道小杉町
21号線等

11.8

市道小杉町21号線等
／社会実験を実施し、
歩行者通行量、 車両
交通量、使用状況の把
握

100.0%

市道小杉町21号線等／社
会実験を実施し、歩行者
通行量、 車両交通量、使
用状況の把握

1-A-3

小杉駅周辺地区住
宅市街地総合整備
事業
（提案：地域創造支
援事業）

東京丸子横
浜線（市ノ坪
工区）

2,176
関連公共施設整備
43.6ha

100.0% 関連公共施設整備 43.6ha ○

3,607.8 100.0%

Ｂ　関連社会資本整備事業

番号 事業名 事業箇所名

当初計画 評価時計画
当初計画から
の変更概要

（事業の削除・
追加を含む）

評価時の完成状況

事業費
（百万円）

事業内容
（延長・面積・箇所数等）

進捗率 事業内容
（延長・面積・箇所数等）

完成
完成

見込み
次期計画
へ移行

資料（図面）

0 -

Ｃ　効果促進事業

番号 事業名 事業箇所名

当初計画 評価時計画
当初計画から
の変更概要

（事業の削除・
追加を含む）

評価時の完成状況

事業費
（百万円）

完成
完成

見込み
次期計画
へ移行

資料（図面）

0 -事業費　計

事業年度

事業年度

事業費　計

事業費　計

事業内容
（延長・面積・箇所数等）

進捗率 事業内容
（延長・面積・箇所数等）

※実績なし
事業進捗を踏まえて第３期計画から削除
したため

1-A-1

完成イメージ②完成イメージ①

公共空間活用 臨時横断歩道



②基幹事業：公園（小杉第1公園）

・武蔵小杉駅南口地区西街区

①基幹事業：地域生活基盤施設

・駐輪場

【武蔵小杉駅南口地区東街区】

④関連事業：市街地再開発事業

・武蔵小杉駅南口地区東街区

東海道新幹線 横須賀線

④関連事業：市街地再開発事業（県）

【武蔵小杉駅南口地区西街区】

南武線

④関連事業

中原街道既存建築物活用事業

④関連事業：都市再生総合整備事業

・小杉駅周辺特定地区

④関連事業：住宅市街地総合整備事業

・小杉駅周辺地区

②基幹事業：街路事業

丸子中山茅ヶ崎線

①基幹事業：地域生活基盤施設

・駐輪場

【武蔵小杉駅南口地区西街区】

③提案事業：地域創造支援事業

・図書館整備事業（中原図書館）

【武蔵小杉駅南口地区西街区】

④関連事業：市街地再開発事業

・小杉町３丁目中央地区

③提案事業：まちづくり活動推進事業

・街並み形成活動推進事業

【丸子中山茅ヶ崎線】

①基幹事業（一括） ：公園（小杉第1公園）

・武蔵小杉駅南口地区西街区

①基幹事業（一括） ：街路事業

丸子中山茅ヶ崎線

③提案事業：事業活用調査

・事業評価検討委託

多摩川

Ａ：武蔵小杉駅南口地区東街区市街地再開発事業
（商業、公益施設、住宅等 1.7ha）

②基幹事業：街路事業

・東京丸子横浜線（木月工区）

①基幹事業（一括） ：街路事業

・東京丸子横浜線（木月工区）
元住吉駅

④関連事業：道路事業

国道４０９号線

①基幹事業（一括）：道路事業

東京丸子横浜線

中原区役所

新丸子駅武蔵中原駅

①基幹事業：地域生活基盤施設

・武蔵小杉駅ＪＲ線・東急東横線連絡通路

①基幹事業：市街地再開発事業

・武蔵小杉駅南口地区西街区

武蔵小杉駅

Ａ：小杉町3丁目東地区市街地再開発事業
（商業、住宅等 1.0ha）

Ａ：小杉町3丁目中央地区市街地再開発事業
（商業、公益施設、住宅等 1.1ha）

Ｃ：新中原図書館整備事業

①基幹事業：街路事業

東京丸子横浜線 （市ノ坪工区）

③提案事業：地域創造支援事業

・新駅設置事業

南武線

向河原駅

東横線

Ａ：小杉駅周辺地区都市再生整備計画事業
（道路、公園、都市施設、再開発等）

（参考） 社会資本総合整備計画「小杉駅周辺地区市街地の活性化」における要素事業（第1期）

【都市再生整備計画凡例】

①：基幹事業

（社会資本整備総合交付金）

②：基幹事業

（地域自主戦略区付近本整備

総合交付金）

③提案事業

④関連事業武蔵小杉駅南口地区東街区 中原図書館整備工事 小杉町3丁目中央地区

【社会資本総合整備計画凡例】

Ａ：基幹事業
Ｂ：関連社会資本整備事業
Ｃ：効果促進事業

①基幹事業：道路

・地区幹線道路１・２・３号

【武蔵小杉駅南口地区西街区】

①基幹事業：地域生活基盤施設

・情報板

【小杉駅周辺街区】

③提案事業：地域創造支援事業

・交通基盤整備促進事業

【小杉駅周辺】

③提案事業：地域創造支援事業

・快適回遊空間形成推進事業

【小杉駅周辺地区】

③提案事業：地域創造支援事業

・渋川整備事業

【Ｈ２２年度～Ｈ２６年度】



（参考） 社会資本総合整備計画「小杉駅周辺地区市街地の活性化」における要素事業（第2期）

【都市再生整備計画凡例】

①：基幹事業

（社会資本整備総合交付金）

②：基幹事業

（地域自主戦略区付近本整備

総合交付金）

③提案事業

④関連事業

【社会資本総合整備計画凡例】

Ａ：基幹事業
Ｂ：関連社会資本整備事業 （該当なし）
Ｃ：効果促進事業

①基幹事業：地域生活基盤施設

・総合自治会館 【小杉町3丁目東地区】

Ａ：小杉町3丁目東地区市街地再開発事業
(商業、住宅等 1.1ha）
小杉町3丁目東地区都市・地域再生緊急促進事業
(商業、住宅等 1.1ha）

Ｃ：コンベンションホール整備事業

④関連事業

・こども文化センター 【小杉町3丁目東地区】

Ａ：
小杉町周辺地区住宅市街地総合整備事業
（関連公共施設整備 43.6ha）

Ａ：
小杉町周辺地区都市再生整備計画事業
（高次都市施設等）

多摩川

元住吉駅

新丸子駅

武蔵小杉駅

向河原駅

③提案事業：地域創造支援事業

・渋川環境整備事業

③提案事業：事業活用調査

・都市再生整備計画事後評価効果検証調査

【まちなかウォーカブル推進事業 凡例】

まちなかウォーカブル推進事業

まちなかウォーカブル区域
滞在快適性等向上区域

社会実験・事業効果分析

④関連事業：こすぎコアパーク及び東急武蔵小杉駅間分 断
解消及び舗装整備事業
（事業主体：東急株式会社）

④関連事業：こすぎコアパーク及び東急武蔵小杉駅周辺再
整備事業（事業主体：東急株式会社）

④関連事業：街路事業
・東京丸子横浜線（市ノ坪工区）

④関連事業：街路事業
・都市計画道路丸子中山茅ヶ崎線
（小杉御殿工区）

④関連事業：道路事業
・国道４０９号道路整備

社会実験の様子

総合自治会館内のホール

コンベンションホールの開館記念式典

渋川環境整備事業の施工後

：小杉町3丁目東地区
市街地再開発事業

【Ｈ２７年度～Ｒ２年度】


